
長野市民病院

１．命のいとおしさを大切に、人間味あふれる医療を提供します
２．医療水準の向上に努め、高度で良質、安全な医療を提供します
３．個人の人権と意思を尊重し、情報の開示、説明と同意を基本とする医療を提供します
４．地域の保健、医療、福祉機関等との機能分担に配慮し、円滑な連携を図ります

長野市民病院
の理念

地域がん診療連携拠点病院 病院機能評価認定病院 臨床研修病院

長野市民病院広報誌
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講師　橋田 放射線科科長講師　岡根谷 副院長

冒頭挨拶　竹前 病院長講師　中野隆史 群馬大学腫瘍放射線学教授

～
若
里
市
民
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催
～

第
７
回 

長
野
市
民
病
院　

市
民
健
康
講
座

　

去
る
２
月
28
日
㈯
、若
里
市
民
文
化
ホ
ー

ル
に
て
、
第
７
回
長
野
市
民
病
院
市
民
健

康
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
19
年
１
月
に
地
域
が
ん

診
療
連
携
拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
て
か

ら
５
度
目
と
な
る
開
催
で
、「
が
ん
の
放

射
線
治
療
の
進
歩
」
を
テ
ー
マ
に
３
部
構

成
に
て
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
４
６
３
名
に
及
ぶ
大
勢
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
多
く
の
質
問
も
飛

び
交
い
大
盛
況
で
し
た
。

　

第
1
部
で
は
、「
長
野
市
民
病
院
の
放

射
線
治
療
の
現
況
」
と
題
し
て
、
当
院
放

射
線
科
科
長
橋
田
巌
医
師
に
よ
る
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　

長
野
市
民
病
院
に
お
け
る
平
成
20
年
新

規
放
射
線
治
療
患
者
は
、
外
照
射
２
７
７

名
、
前
立
腺
が
ん
小
線
源
治
療
84
名
、
定

位
放
射
線
治
療
13
名
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

─
89
治
療
15
名
で
あ
り
、
外
照
射
の
原
発

巣
別
内
訳
は
、
多
い
順
に
乳
が
ん
、
肺
が

ん
、前
立
腺
が
ん
、食
道
が
ん
、子
宮
が
ん
、

喉
頭
が
ん
の
順
番
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
乳
が
ん
で
は
、
乳
房
の
温
存
療
法
が

一
般
的
に
浸
透
し
て
主
流
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
ま
た
、
前
立
腺
が
ん
で
は
、

小
線
源
治
療
と
併
せ
る
と
放
射
線
治
療
の

中
で
は
最
も
件
数
が
多
く
な
り
、
食
道
が
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座長　平井 副院長

座長　橋田 放射線科科長

▲会場の様子

病院機能評価
Ｖｅｒ . ５更新

ん
で
は
化
学
療
法
と
の
併
用
に
よ
り
、
手

術
に
匹
敵
す
る
成
績
が
報
告
さ
れ
、
増
加

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

第
2
部
で
は
、「
前
立
腺
が
ん
に
対
す

る
小
線
源
治
療
４
０
０
例
の
成
績
」
と
題

し
て
、
当
院
副
院
長
兼
泌
尿
器
科
統
轄
科

長
岡
根
谷
利
一
医
師
に
よ
る
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
前
立
腺
が
ん
の
患
者
数
は
、
厚

生
労
働
省
の
統
計
で
は
15
年
前
と
比
較
す

る
と
16
倍
以
上
に
も
な
り
、
今
後
も
増
加

の
一
途
を
辿
る
と
予
想
さ
れ
る
そ
う
で

す
。
当
院
の
前
立
腺
が
ん
の
治
療
は
、
小

線
源
治
療
を
始
め
、
全
摘
手
術
、
ホ
ル
モ

ン
療
法
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
当
院
の

前
立
腺
が
ん
の
5
年
生
存
率
は
、98
％（
骨

に
転
移
し
た
場
合
は
62
％
）、
小
線
源
治

療
で
の
再
発
率
は
1
・
4
％
と
い
う
こ
と

で
す
。
小
線
源
治
療
の
適
用
（
前
立
腺
に

留
ま
っ
て
い
る
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
20
以
下
、
過
去

に
放
射
線
を
受
け
て
い
な
い
、
悪
性
度
が

低
い
早
期
の
前
立
腺
が
ん
）
で
あ
れ
ば
、

線
源
の
位
置
を
確
認
・
挿
入
し
て
い
る
の

で
、
正
常
組
織
を
過
剰
に
照
射
せ
ず
、
正

確
に
照
射
で
き
る
の
で
、
合
併
症
の
副
作

用
と
し
て
排
尿
障
害
が
出
現
す
る
場
合
も

あ
る
が
、
家
族
等
に
被
爆
さ
せ
ず
普
通
に

接
し
て
も
安
全
と
の
こ
と
で
す
。
入
院
期

間
も
４
日
間
（
全
摘
手
術
と
比
較
し
て
６

日
間
短
い
。）
な
の
で
、
患
者
さ
ん
の
負

担
も
少
な
く
、
十
分
な
治
療
効
果
が
期
待

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
小
線
源
治
療

の
患
者
分
布
は
、長
野
県
外
が
17
・
3
％
、

県
内
が
３
３
１
人
で
34
施
設
よ
り
紹
介
来

院
さ
れ
、
紹
介
率
89
・
8
％
で
あ
り
、
全

国
で
95
施
設
、
長
野
県
内
で
は
当
院
と
信

州
大
学
の
2
施
設
の
み
で
行
わ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

第
３
部
で
は
、「
切
ら
ず
に
治
す
が
ん

治
療
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
、「
重
粒
子
線

治
療
の
現
状
と
群
馬
大
学
重
粒
子
線
治
療

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
て
、
群
馬
大

学
腫
瘍
放
射
線
学
教
授
中
野
隆
史
先
生

に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
総
工
費

１
２
５
億
円
（
国
が
２
／
３
の
80
億
円
、

群
馬
県
が
30
億
円
、
前
橋
市
が
10
億
円
、

群
馬
大
学
が
５
億
円
を
そ
れ
ぞ
れ
出
資
）

の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
国
か
ら
出
資
さ

れ
た
も
の
と
し
て
は
群
馬
大
学
が
最
初
で

最
後
で
あ
り
、
群
馬
大
学
以
外
に
は
ま
だ

導
入
さ
れ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。
来
年
２

月
か
ら
開
始
さ
れ
る
重
粒
子
線
治
療
は
、

費
用
に
す
る
と
ま
だ
保
険
適
用
外
の
た

め
、
個
人
負
担
で
は
１
回
３
１
４
万
円
と

な
り
ま
す
が
、
重
粒
子
線
治
療
を
カ
バ
ー

す
る
民
間
保
険
が
あ
る
そ
う
で
す
。
装
置

の
大
き
さ
は
60
ｍ
×
50
ｍ
、
高
さ
20
ｍ
と

決
し
て
小
型
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
高
性

能
で
最
先
端
の
技
術
が
集
約
さ
れ
、
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
も
す
ぐ
れ
ま
す
。

中
野
教
授
は
、
こ
う
し
た
治
療
に
加
え
、

手
術
、化
学
療
法
、放
射
線
療
法
等
を
ミ
ッ

ク
ス
し
た
、
最
先
端
の
集
学
的
治
療
を
提

供
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
重
粒
子
線
治
療
装
置
を
有
効
利
用
し

て
、
人
材
の
育
成
も
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
会
場
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
次
回
の
講
演
内
容
に

つ
い
て
多
数
の
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し

　当院は、平成15年10月に財団法
人日本医療機能評価機構による病
院機能評価（Ｖｅｒ．４．０）の
認定を受けましたが、5年間の認
定期間の満了に伴い更新審査を受
審し、このたび1月19日付にて病
院機能評価（Ｖｅｒ．５．０）の
認定を受けました。 た

。
今
後
も
こ
の
市
民
健
康
講
座
を
継
続

し
、
地
域
の
皆
さ
ま
へ
保
健
医
療
に
関
す

る
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し
て
の
責
務
を

果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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植樹の様子（東日本システム建設㈱梅野部長と当病院長）

　長野市民病院では、看護週間にちなんで下記
のとおりイベントを開催いたします。
　皆さまお気軽にご参加ください。

メインテーマ：「看護の心をみんなの心に」
開催期間：平成21年5月12日㈫〜14日㈭

イベント内容
＜午前の部＞（期間中毎日9：30〜11：30）
　場所：	情報ラウンジ
　内容：	看護に関する相談（血圧測定・体脂肪測定あり）
	 ミニ講座（こんな時どうする？）
	 ・栄養士による話
	 ・新型インフルエンザについて
	 ・乳がん自己検診法（12日・14日）
	 ・フェイスリンパマッサージ（13日）
	 ・リラックス体操
　　  ※�このミニ講座は20分程度の講義、または

実演をしたいと考えています。

＜午後の部＞
　場所：エントランスホール
　内容：ボランティアによるコンサート（15時から）
　　　　12日㈫：ギターコンサート
　　　　13日㈬：エレクトーンコンサート

　

平
成
20
年
度
に
、
市
民
の
皆
様
や
団
体
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
の

一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
物
品
は
、
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄付内容寄付者氏名日付
絵画「北信濃の四月」児玉 修 様5月

平
成

年
20

ガーデニング用アーチ有限会社
跡部工業所 様6月

樹木
東日本システム建設
株式会社 代表取締役
社長 三浦 秀利 様

10月

絵画「清秋」淵田 和子 様11月
写真「獅子舞」宮崎 勝義 様12月
絵画「サフィニア」「ポ
ピー」「青の静物 赤の
静物」

金井 久代 様1月平
成

年
21 離床コール 16式株式会社 本久 様3月 写真2点森 雄吉 様

第３回 病院祭開催のご案内

テーマ「こんなときどうする？
　　　　　　覚えて生かそう医療の知識」

貴
重
な
ご
寄
付
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

※変更がある場合がございます。ご了承ください。

看護週間 イベントのご案内

日時　平成21年５月30日㈯ 10：00〜15：00　　場所　長野市民病院

催し
　第８回市民健康講座（会議室４・５・６）
　　（長野市民病院	 緩和ケア内科科長　大道　雅英
		  緩和ケア・がん相談支援センター看護主任　横川　史穂子）

夜間の急病・お子様の急な病気の適切な対処法をお教えいたします。
より多くの方にご来場いただきながら楽しんでいただける催し物を、職員一丸となり準備を進めております。
ぜひ皆様お誘いのうえお気軽に来院ください。

各種イベント
　☆救急に関する講演会
　　（長野市民病院　小児科統轄科長　青沼　架佐賜、救急科統轄科長　坂口　治）
　☆病院長と地域住民の意見交換
　☆骨密度・動脈硬化測定	 ☆施設見学ツアー
　☆各種体験コーナー	 ☆キッズコーナー
　☆模擬店	 ☆ボランティアによるバザー　　等

入場無料
申込不要
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平成21年度病院見学説明会
5月　2日㈯
5月30日㈯
6月13日㈯

7月25日㈯
8月　1日㈯
8月　8日㈯

独身寮
完備
隣接

救急
センター
設置地域がん

診療連携
拠点病院

7：1看護
配置

プリセプター
シップ
採用

キャリアアップ支援
クリニカルラダー
システム

奨学金
制度

（免除制度あり）

託児所
完備
24：00まで
託児可能

後期研修医募集中！！（救急科・麻酔科など）
事前に希望日をご予約ください。
上記日程日以外の見学についても
お気軽にお問い合わせください。

講 師講 座 名No

五十嵐由江看護師セカンドオピニオンについて（納得した治療をうけましょう）1
介護保険制度のしくみと内容（ご利用のための手続き方法）2

小澤彩子看護師家庭介護に役立つ技術（安全で安楽な体の向きの換え方、衣類の着脱、移動の方法）【実技】3

正村睦子（感染管理認定看護師）看護師施設（保育・介護・診療所・病院など）における感染対策4
家庭における感染対策（大切な家族を感染症から守るために）5

内藤郁子（呼吸ケア研究会代表）看護師長生きするための呼吸体操 【実技】6
藤澤和子看護師看護師になるための進路指導7
五十嵐由江看護師更年期を明るく過ごしましょう（当院女性専門外来について）8
代表 斉藤和彦薬剤師くすりのイロハ9

代表 亀子光明臨床検査技師
臨床検査とは？10
メタボリック・シンドロームとは？11
考えよう サプリメント12

鈴木 隆診療放射線技師怖いものなの？放射線13
鏑木 武理学療法士喘息患者様と家族による呼吸介助法14
代表 鏑木 武転倒予防教室15
島田武仁理学療法士ウォーキング（歩き方、靴の選び方）16
井上正徳理学療法士肩こり・腰痛予防のストレッチ17
中野恵美子言語聴覚士嚥下体操18
代表 吉村美里歯科衛生士口から始める健康（歯周病、口腔ケア等）19
春原ゆかり管理栄養士食事でメタボ対策20

看護師・薬剤師・臨床検査技師・診療放射線技師
管理栄養士・理学療法士病院職員を紹介します −こんな仕事をしています−21

病院長・副院長・各科医師長野市民病院で行っている医療（内容はご希望に応じ対応いたします）22
※ ご希望の日時、講座名、開催場所、参加人数、グループの代表者名をご連絡ください。
（お申込みは電話等により、２ヶ月前までにお願いいたします）
※ 講座の内容・参加希望人数・開催日時・開催場所についてご相談いたします。
※ 5人以上のグループでお申込ください。
※ 講師料は無料です。
※ 講座時間は約60分（実技を行うものについては、約90分）を予定しています。
※No21の講座については小中高校対象です。

＊＊＊ 平成21年度 長野市民病院出前講座のご案内 ＊＊＊

＜お申し込み・お問い合わせ先＞
長野市民病院　看護部
　電 話 026（295）1134（直通）
　FAX 026（295）1134
　　担当／五十嵐由江
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知っておきたい
医療の知識
知っておきたい
医療の知識
知っておきたい
医療の知識

No.33
　

胃
が
ん
は
我
が
国
に
お
い
て
死
亡
数
第

2
位
の
が
ん
で
あ
り
、
世
界
的
に
み
て
も

日
本
人
に
非
常
に
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
進
行
段
階
で
発
見

さ
れ
る
た
め
、
個
々
の
進
行
度
や
病
態
に

よ
り
治
療
法
が
異
な
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
早
期
胃
が
ん
に
対
す
る
内
視
鏡（
胃
カ

メ
ラ
）を
用
い
た
治
療
の
お
話
を
し
た
い

と
思
い
ま

す
。
内
視

鏡
治
療
は

胃
自
体
を

切
除
す
る

わ
け
で
は

な
く
胃
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
温
存
さ
れ
る

た
め
、
機
能
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
低
侵
襲
で
回
復
が
は
や
く
、
術

後
の
食
欲
低
下
や
体
重
減
少
が
な
い
等
の

大
き
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
外
科

手
術
と
異
な
り
リ
ン
パ
節
を
摘
出
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
対
象
は
リ
ン
パ
節

転
移
の
な
い
病
変
に
限
ら
れ
ま
す
。
術
前

に
我
々
内
視
鏡
医
が
精
査
を
行
い
、
が
ん

の
性
質
や
形
態
か
ら
リ
ン
パ
節
転
移
の
可

能
性
を
十
分
に
評
価
し
た
う
え
で
治
療
方

針
を
決
定
し
ま
す
。

　

内
視
鏡
治
療
に
は
従
来
か
ら
行
わ
れ
て

き
た
内
視
鏡
的
粘
膜
切
除
術（
Ｅ
Ｍ
Ｒ
）と

近
年
開
発
さ
れ
た
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥

離
術（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）と
い
う
方
法
が
あ
り
ま

す
。
Ｅ
Ｍ
Ｒ
は
粘
膜
に
発
生
し
た
が
ん
の

基
部
に
生
理
食
塩
水
を
注
入
し
、
浮
き
上

が
っ
た
が
ん
に
金
属
製
の
輪
を
か
け
て
高

周
波
電
流
で
切
除
す
る
方
法
で
す
が
、
1

㎝
を
超
え
る
病
変
で
は
一
括
切
除
が
困
難

で
あ
り
、
分
割
切
除
に
な
る
と
約
15
％
に

局
所
再
発
を
認
め
る
と
い
う
欠
点
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
欠
点
を
克
服
す
る
た
め
に

開
発
さ
れ
た
治
療
法
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
で
す
。
Ｅ

Ｓ
Ｄ
で
は
ま
ず
専
用
の
高
周
波
ナ
イ
フ
に

て
が
ん
を
周
囲
の
正
常
粘
膜
と
切
り
離

し
、
そ
の
後
が
ん
の
下
に
潜
り
込
み
な
が

ら
剥
離
を
し
て
い
き
ま
す
。
理
論
的
に
は

深
く
浸
潤
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
大
き
さ

に
関
わ
ら
ず
一
括
で
切
除
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、当
然
根
治
度
は
向
上
し
ま
す
。

ま
た
、が
ん
を
一
塊
で
取
り
出
せ
る
た
め
、

完
全
治
癒

切
除
か
否

か
と
い
う

正
確
な
病

理
診
断
が

可
能
に
な

り
ま
す
。
当
院
で
は
平
成
16
年
よ
り
Ｅ
Ｓ

Ｄ
を
導
入
し
、
胃
の
み
な
ら
ず
、
食
道
、

十
二
指
腸
、
大
腸
の
病
変
に
対
し
４
５
０

例
程
施
行
し
て
き
ま
し
た
。
腫
瘍
の
一
括

切
除
率
は
95
％
を
超
え
、
全
国
の
最
先
端

医
療
施
設
と
比
較
し
て
も
遜
色
の
な
い
成

績
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
内
視
鏡
治
療
が

可
能
で
あ
る
の
は
ご
く
早
期
の
が
ん
で

す
。
が
ん
が
進
行
す
る
と
外
科
手
術
や
抗

癌
剤
治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
何
よ
り

も
早
期
発
見
が
大
切
と
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
人
間
ド
ッ
ク
等
に
よ
る
定
期
的
な
検

診
を
是
非
お
勧
め
し
ま
す
。

1
月
25
日
・
2
月
1
日

  

北
信
緩
和
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
２
０
０
９

　
　
　
　
　
（
長
野
市
民
病
院 

主
催
） 

開
催

消
化
器
内
科
医
長
　

立
岩
伸
之

胃
が
ん
の
内
視
鏡
治
療

　

去
る
1
月
25
日
㈰
・
2
月
1
日
㈰
、
当

院
会
議
室
４
・
５
・
６
に
て
、
第
1
回
北
信

緩
和
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
２
０
０
９
（
長
野
市

民
病
院　

主
催
）を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

緩
和
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
は
、
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
の
整
備
に
関
す
る
新
指
針
に

お
い
て
、「
厚
生
労
働
省
が
定
め
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
準
拠
し
た
当
該
２
次
医
療
圏
に

お
い
て
が
ん
医
療
に
携
わ
る
医
師
を
対
象

と
し
た
緩
和
ケ
ア
に
関
す
る
研
修
を
毎
年

定
期
的
に
実
施
す
る
」
と
い
う
指
定
要
件

の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
、
が
ん
医
療
に
お
い

て
、地
域
医
療
連
携
、緩
和
ケ
ア
の
普
及
、

均
て
ん
化
は
重
要
性
を
増
し
て
き
て
お
り

ま
す
。
緩
和
ケ
ア
は
す
べ
て
の
疾
患
に
適

用
さ
れ
う
る
基
本
的
な
ス
キ
ル
で
あ
り
、

が
ん
診
療
に
関
し
て
指
導
的
な
立
場
に
お

ら
れ
る
方
や
、
研
修
医
教
育
に
携
わ
る
方

を
含
め
42
名
が
参
加
し
、
2
日
間
の
課
程

を
熱
心
に
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
医

師
10
名
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー

コ
メ
デ
ィ
カ

ル
9
名
の
皆

さ
ま
方
の
ご

協
力
に
よ

り
、
2
日
間

が
無
事
終
了

し
ま
し
た
。
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中 尾 内 科 医 院 院　長　中尾　吾城　医師
　（長野市大字富竹１６６４）

登登登

録録録

医

紹

介

医

紹

介

医

紹

介

No.20

　

登
録
医
制
度
に
よ
る
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
が
平
成
15
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
市
民
病
院
へ
紹
介
い
た
だ
い
た
り
、
市
民
病
院
か
ら
地
域
の
診
療
所
に
逆
紹

介
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
登
録
医
の
一
覧
が
玄
関
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。
こ

の
欄
で
は
、日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
登
録
医
の
医
師
を
順
次
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　院長の中尾先生は島根県出雲市のご出身で､ 東京
医科大学をご卒業後、同大学の第４講座（消化器内
科）に入局され、2年間の研修後、長野赤十字病院
で12年6ヶ月の勤務を経て、昭和60年12月3日に開業
されました。現在、先生は消化器系や呼吸器系をは
じめ、血圧や糖尿病等、内科全般の診療をされてい
ます。高校時代は工学系への進学を目指さ
れていましたが、親戚に医師がいらしたこ
ともあり、人を助ける仕事をしたいという
思いから、３年生の時に医学部へ進路を変
更したとのことです。医師になって良かっ
たことは、治療した患者さまが回復し、喜
んでいる姿を見たときとのことです。趣
味は、園芸や音楽鑑賞（主にクラシック）
とのことですが、以前は囲碁やゴルフもやられており、時間に余裕ができたら、
大学時代に美術同好会に入られていたこともあり、絵も描いてみたいそうです｡
市民病院に望むことは、紹介を快く引き受けてくれ、感謝しているが、まれに紹
介した患者の返書が届かない場合があり、紹介の結果が分からない場合があると
のことでした。先生のお考えとして、患者さまが緊張しないように院内のインテ
リアを工夫され、医院らしくない医院をコンセプトにしているそうです。また、
診療については一人一人の不安や悩みの解決策を自分なりに見出してもらうよう
に、これからも患者さまの手助けをしていきたいと意欲的に語っておられました。

自
動
入
金
機
の
導
入
で
待
ち
時
間
が

短
く
な
り
大
変
便
利
な
の
で
す
が
、

領
収
書
が
感
熱
紙
で
ペ
ラ
ペ
ラ
な
事
に
不

安
を
覚
え
ま
す
。
領
収
印
も
プ
リ
ン
ト
で

す
。
後
々
医
療
費
控
除
の
手
続
き
な
ど
の

際
、
ち
ゃ
ん
と
効
力
の
あ
る
形
で
保
存
が

困
難
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
以
前
の
よ

う
な
用
紙
、
そ
の
他
で
の
発
行
が
可
能
だ

と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

わ
か
り
や
す
く
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
で
し

ょ
う
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
（
外
来
患
者　

男
性
）

▪
回
答　

自
動
入
金
機
の
導
入
に
よ
り
領

収
書
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
ロ
ー
ル

紙
を
使
用
、
領
収
印
の
印
字
を
行
っ
て
お

　

市
民
病
院
で
は
、
開
院

以
来
、
外
来
・
入
院
の
患

者
さ
ま
、
お
見
舞
い
等
の

皆
さ
ま
か
ら
様
々
な
ご
意

見
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

毎
月
、
貴
重
な
意
見
を

集
約
し
て
職
員
に
回
覧
。

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
改

善
、
検
討
を
加
え
て
お
り

ま
す
。
最
近
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
も
の
の
中
か
ら
選

ん
で
紹
介
し
ま
す
。
今
後
と
も
叱
咤
激
励

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

みなさまの声みなさまの声みなさまの声

り
、
長
野
市
役
所
に
正
式
な
領
収
書
と
し

て
問
題
な
い
こ
と
の
確
認
を
得
て
お
り
ま

す
。
従
い
ま
し
て
、
医
療
費
控
除
等
の
手

続
き
に
支
障
を
来
た
す
こ
と
は
な
い
と
判

断
し
て
お
り
ま
す
。
貴
重
な
ご
意
見
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
２
外
来
の
受
付
の
電
話
が
い
つ
も

話
し
中
の
た
め
迷
惑
を
し
て
い
ま

す
。
ひ
ど
い
時
は
３
、４
回
目
に
や
っ
と

話
が
で
き
る
状
態
で
す
。
第
２
外
来
が
開

設
さ
れ
て
１
年
以
上
経
つ
の
に
改
善
さ
れ

ま
せ
ん
。
至
急
対
策
案
を
考
え
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
外
来
患
者　

女
性
）

▪
回
答　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
第
２
外
来
受
付

の
電
話
に
つ
き
ま
し
て
は
１
台
で
運
用
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
お
電
話
が
繋
が
り
に

く
い
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
も
う
１
台

増
設
し
、
お
電
話
が
繋
が
り
や
す
く
な
る

よ
う
改
善
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
時
間

帯
に
よ
っ
て
は
お
取
次
ぎ
に
多
少
お
時
間

を
頂
く
事
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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＊
新
任　

2
月
1
日
付

永
井　

史
緒（
診
療
部
形
成
外
科
医
師
）

＊
新
任　

4
月
1
日
付

原　

悦
雄　
（
診
療
部
消
化
器
内
科
科
長
）

多
田
井  

敏
治（
診
療
部
消
化
器
内
科
医
師
）

野
田　

慶
太（
診
療
部
小
児
科
医
師
）

成
本　

壮
一（
診
療
部
外
科
医
長
）

村
中　

太　
（
診
療
部
外
科
医
長
）

草
野　

義
和（
診
療
部
脳
神
経
外
科
科
長
）

野
村　

博
紀（
診
療
部
整
形
外
科
医
師
）

山
岸　

貴
裕（
診
療
部
泌
尿
器
科
医
長
）

田
中　

稔
幸（
診
療
部
麻
酔
科
医
師
）

大
道　

�

雅
英（
診
療
部
緩
和
ケ
ア
内
科
科
長
）

高
橋　

正
明（
診
療
部
放
射
線
科
医
師
）

浅
岡　

麻
里（
診
療
部
小
児
科
医
師
）

藤
﨑　

章
子（
診
療
部
泌
尿
器
科
医
師
）

川
崎　

洋
一
郎（
診
療
部
臨
床
研
修
医
）

毛
原　

啓　
（
診
療
部
臨
床
研
修
医
）

御
子
柴　

育
朋（
診
療
部
臨
床
研
修
医
）

吉
田　

和
薫（
診
療
部
臨
床
研
修
医
）

増
田　

衣
梨
子（
診
療
部
臨
床
研
修
医
）

五
十
嵐　

由
希
子（
診
療
部
臨
床
研
修
医
）

今
井　

宗　
（
診
療
部
臨
床
研
修
医
）

医
師
人
事
異
動

　

親
睦
旅
行
の
富
士

五
湖
「
鐘
山
苑
」
に

泊
ま
る
旅
が
2
月

21
、
22
日
に
あ
り
ま

し
た
。
春
め
い
た
日

差
し
の
中
を
27
名
で

出
発
。
出
発
と
同
時

に
乾
杯
！
バ
ス
の
サ

ロ
ン
は
宴
会
場
と
な

り
ま
し
た
。
高
速
道

路
か
ら
雪
の
富
士
山

が
く
っ
き
り
と
見
え

る
と
、
ま
す
ま
す
気

分
も
良
く
な
り
お
酒
も
進
ん
で
い
ま
し
た
。

　

勝
沼
の
赤
富
士
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
で
は
試

飲
と
買
い
物
を
楽
し
み
、
ハ
ー
ブ
レ
ス
ト

ラ
ン
で
富
士
を
眺
め
な
が
ら
コ
ー
ス
ラ
ン

チ
を
堪
能
。
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
森
で
は
自
動

オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
に
感
動
し
ま
し
た
。
旅

館
「
鐘
山
苑
」
の
豪
華
さ
に
は
驚
き
。
富

士
を
一
望
で
き
る
膨
大
な
庭
園
や
大
浴
場
、

茶
室
で
お
抹
茶
を
頂
き
疲
れ
を
癒
し
ま
し

た
。
夜
は
大
宴
会
。
深
夜
ま
で
職
種
や
年

齢
を
超
え
、
語
り
飲
み
明
か
し
ま
し
た
。

　

2
日
目
は「
御
殿
場
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
班
」

「
箱
根
観
光
班
」
に
わ
か
れ
、
箱
根
組
は

　

去
る
1
月
29
日
、
第
3
回
長
野
県
温
暖

化
対
策
病
院
協
議
会
が
当
院
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
長
野
県
環
境
部

が
主
体
と
な
り
、
県
内
医
療
機
関
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
意
見

交
換
や
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
を
目
的
に

平
成
20
年
6
月
に
設
立
さ
れ
、
平
成
21
年

3
月
現
在
、
73
の
医
療
機
関
と
行
政
2
機

関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
会
合
で
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
・
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
に

関
す
る
調
査
報
告
、法
律
や
政
策
の
説
明
、

講
演
会
、
会
員
施
設
の
活
動
事
例
発
表
な

ど
が
催
さ
れ
、
毎
回
有
意
義
な
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
協
議
会
で
は
、

長
野
市
民
病
院
の
温
暖
化
防
止
・
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て
発
表
す
る
場
を
い

た
だ
き
、
当
院

で
実
施
し
た
改

善
事
例
や
今
後

の
活
動
計
画
な

ど
を
中
心
に
紹

介
し
ま
し
た
。

富士五湖 鐘山温泉
「鐘山苑」の旅に
参加して ＩＣＵ看護師

中澤 静恵

　

当
院
の
温
暖
化
防
止
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
は
多
く
の
職
員
の
協
力
に
よ
り
一
定

の
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
改
善
の
余

地
も
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

活
動
は
広
く
社
会
全
体
へ
の
貢
献
だ
け
で

な
く
病
院
の
運
営
に
も
貢
献
で
き
る
こ
と

を
強
く
認
識
し
、
地
道
な
が
ら
も
積
極
的

な
取
組
み
で
結
果
を
残
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

強
風
の
中
、
大
涌
谷
の
黒
卵
を
食
べ
7
年

寿
命
が
延
び
ま
し
た
!?

　

今
回
の
旅
行
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
い
つ

で
も
き
れ
い
な
富
士
山
が
見
れ
、
パ
ワ
ー

の
貰
え
た
、富
士
山
三
昧
の
旅
行
で
し
た
。

医
療
機
関
の
温
暖
化
防
止
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

～
長
野
県
温
暖
化
対
策
病
院
協
議
会
～

施
設
管
理
課　

施
設
係
長
　
中
澤
　
通
紀



あした元気になあれ　2009. ４.15

長野市民病院へのお問い合わせ
〒381－8551　長野市富竹1333－1
TEL 026－295－1199　　FAX 026－295－1148
長野市民病院・医師会 急病センター
TEL 026－295－1291
ホームページ http://www.hospital.nagano.nagano.jp/

財団法人　長野市保健医療公社
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■発行人：竹

たけまえ

前紀
と し き

樹
■編　集：長野市民病院
　　　　　　広報誌編集委員会

専 門（常勤医）金木水火月診療科
平井一也（呼吸器）
吉池文明（呼吸器）
山崎誓一（呼吸器）
長谷部修（消化器・内視鏡）
原 悦雄（消化器・内視鏡）
越知泰英（消化器・内視鏡）
立岩伸之（消化器・内視鏡）
須澤兼一（消化器・内視鏡）
彦坂吉興（消化器）
多田井敏治（消化器）
丸山隆久（循環器）
笠井俊夫（循環器）
南澤綾子（循環器）
掛川哲司（腎臓）
西井 裕（糖尿病・内分泌代謝疾患）

彦坂/☆西井○多田井/☆稲田山﨑 誓一須澤 兼一○原 悦雄

内 科
（呼吸器内科）
（消化器内科）
（循環器内科）
（腎臓内科）
（内分泌代謝内科）

○南澤 綾子吉池 文明西井 裕吉池 文明○吉池 文明

○平井 一也山﨑 誓一平井 一也○山﨑 誓一平井 一也

原 悦雄○立岩 伸之○越知 泰英小松 通冶越知 泰英

○須澤 兼一春日 広一丸山 隆久○丸山 隆久立岩 伸之

笠井 俊夫○町田香津子○笠井 俊夫○彦坂 吉興南澤/☆多田井

長谷部 修○掛川 哲司○長谷部 修掛川 哲司○西井 裕
青沼架佐賜（発達・神経・循環器・心身症）
池野一秀（免疫・アレルギー）
野田慶太（小児科一般・循環器）
浅岡麻里（小児科一般）

浅岡 麻里池野 一秀野田 慶太池野 一秀浅岡 麻里
小 児 科

青沼架佐賜野田 慶太青沼架佐賜浅岡 麻里野田 慶太
宗像康博（消化器・胃・大腸）
林 賢（消化器・肝臓・胆道・膵臓）
関 仁誌（消化器・肝臓・胆道・膵臓）
高田 学（消化器）
沖田浩一（消化器）
成本壮一（外科）
田上創一（外科）
村中 太（外科）
濱田浄司（外科）

○濱田 浄司○村中 太○田上 創一村中 太○成本 壮一

外 科
（消化器外科） 関 仁誌◆宗像 康博宗像 康博○関 仁誌○高田 学

田上 創一林 賢○沖田 浩一○林 賢沖田 浩一

松田 智（上肢・末梢神経）
南澤育雄（骨折・リウマチ性疾患・股膝関節）
中村 功（脊椎）
山田誠司（関節疾患）
松永大吾（整形外科）
岡本正則（整形外科）

－☆中村 功－○松永 大吾松田 智

整 形 外 科
南澤 育雄岡本 正則○松永 大吾○塚田 章博南澤 育雄
山田 誠司○藤澤多佳子中村 功○岡本 正則○山田 誠司

○松永 大吾○松田 智○山田 誠司▲松田 智○藤澤多佳子
▲中村 功－○南澤 育雄▲南澤 育雄○中村 功

滝 建志（形成外科）
永井史緒（形成外科）

○滝 建志滝 建志○滝 建志滝 建志○滝 建志形 成 外 科 永井 史緒○永井 史緒永井 史緒○永井 史緒永井 史緒
竹前紀樹（脳腫瘍・脳血管障害・頭痛・三叉神経痛）
大屋房一（脳血管障害・脳血管内手術・脳腫瘍）
草野義和（脳腫瘍・脳血管障害・脳血管内手術）
宮岡嘉就（脳神経外科・頭部外傷）

○脳外科医師交替制
（第1、3、5週）○草野 義和○大屋 房一○草野 義和○大屋 房一脳 神 経 外 科

（脳血管内治療科） ○竹前 紀樹
（第2、4週）大屋 房一竹前 紀樹宮岡 嘉就草野 義和

齋木 實（皮膚科）齋木 實齋木 實齋木 實齋木 實齋木 實皮 膚 科
岡根谷利一（悪性腫瘍・腹腔鏡手術）
飯島和芳（神経因性膀胱・悪性腫瘍）
山岸貴裕（泌尿器科一般）
中藤 亮（前立腺肥大・尿路結石）
藤崎章子（前立腺肥大・尿路結石）

飯島 和芳山岸 貴裕岡根谷利一山岸 貴裕岡根谷利一
泌 尿 器 科 中藤 亮中藤 亮飯島 和芳中藤 亮山岸 貴裕

◆岡根谷利一藤崎 章子藤崎 章子

風間 淳（眼科）風間 淳風間 淳風間 淳風間 淳風間 淳眼 科 －－黒川 徹中村さち子－
野村 康（耳鼻いんこう科）野村 康野村 康休診野村 康野村 康耳鼻いんこう科
今井 迅（画像診断・ＩＶＲ）
高橋正明（画像診断・ＩＶＲ）
橋田 巌（放射線治療）

橋田 巌橋田 巌休診橋田 巌メタストロン外来放 射 線 科

田村 稔（口腔腫瘍）田村 稔成川純之助田村 稔田村 稔田村 稔歯 科 ･
歯科口腔外科

第2外来山本寛二（神経内科）
町田香津子（神経内科）山本 寛二○山本 寛二町田香津子山本 寛二○町田香津子神 経 内 科

第2外来
西村秀紀（呼吸器・乳腺・甲状腺）
有村隆明（呼吸器・乳腺）
加藤響子（呼吸器・乳腺）

○有村／加藤
（交替制）

○有村 隆明
西村 秀紀

○西村 秀紀
加藤 響子

○加藤 響子
西村 秀紀

○信大医師（交替制）
有村 隆明

呼 吸 器 外 科
（乳腺外科）

第2外来森 篤（悪性腫瘍）
西澤千津恵（不妊症）

森 篤○森 篤○森 篤○塚本 隆是（交替制）婦 人 科 ○西澤千津恵西澤千津恵西澤千津恵－○西澤千津恵

第2外来大道雅英（緩和ケア）
高橋 陽（腫瘍精神科）

－◎大道 雅英休診◎大道 雅英－緩和ケア内科 ◎高橋 陽－－◎高橋 陽
第2外来休診休診池田 三知代休診休診膠 原 病 外 来

長野市民病院救急センター坂口 治（救急科）
小澤正敬（救急科）小澤 正敬坂口 治林 賢坂口 治小澤 正敬救 急 科

＊
退
職　

1
月
31
日
付

柴　

将
人　
（
診
療
部
形
成
外
科
医
師
）

＊
退
職　

3
月
31
日
付

佐
近　

雅
宏（
診
療
部
外
科
医
長
）

柿
澤　

幸
成（
診
療
部
脳
神
経
外
科
科
長
）

上
野　

学　
（
診
療
部
泌
尿
器
科
医
師
）

加
藤　

幹
芳（
診
療
部
麻
酔
科
医
長
）

東　

陽
一
郎（
診
療
部
呼
吸
器
科
医
長
）

松
本　

和
彦（�

診
療
部
歯
科
口
腔
外
科
歯

科
医
師
）

木
寺　

奈
織
子（
診
療
部
臨
床
研
修
医
）

小
林　

聡　
（
診
療
部
臨
床
研
修
医
）

北
畠　

央
之（
診
療
部
臨
床
研
修
医
）

清
水　

遥　
（
診
療
部
臨
床
研
修
医
）

＊整形外科金曜日の初診は、紹介と救急のみとなります。
記号の説明　　○：初診担当　　◎：完全予約制　　☆：午後のみ　　◆：紹介のみ　　▲：紹介、救急のみ

長 野 市 民 病 院 外 来 診 療 担 当 日 一 覧

お
近
く
の
開
業
医
に
よ
る
“
か
か
り
つ
け
医
”
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
市
民
病
院
へ
初
診
で
来
院
さ
れ
る
場
合
、
紹
介
状
と
事
前
予
約
が
あ
る
と
待
ち
時
間
短
縮
に
つ
な
が
り
ま
す
。

外
来
診
療
担
当
表
は
、
4
月
1
日
現
在
で
作
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
担
当
医
師
が
変
更
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。


